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芸術家、天理へ集まれ?

之
内
地
区
が
建
設
候
補
地
に

「
県
国
際
キ
術……
…
碁
柱
」
価
側
』

』

諄

凱
儡

鴫

ぽ

％

纏

爾

棚
数

瑚
覇

鵬

刺
麟

区
と
す
る
方
針
を
決
め
た
。
芸
術
家
の
合
宿
や
文
化
財
修
復
施
設
を
設
け

型
「
「
文
Ｍ
雌
輸
琳
『
詢
脚
猟
賠
醍
視
．
し
東
微
巌
酬
制
雄
い
一
知
熊
諄
ｒ
漱
配
線

れ
る
。
　

　

　

　

．
．

大
型
「
ハ
コ．
モ
ノ
」
に
疑
問
視
も

県
企
画
管
理
室
に
よ
る
と
、
国
際

芸
術
家
村
は

「県
の
文
化
資
源
の
最

大
限
の
活
用
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

歴
史
や
文
化
財
研
究
の
拠
点
と
な
る

よ
う
な
施
設
を
構
想
し
て
い
る
。
平

成
２６
年
１１
月
の
地
方
創
生
本
部
会
議

で
公
表
さ
れ
た
。　
　
　
　
・

２８
年
度
当
初
予
算
に
芸
術
家
村
整

備
の
推
進
事
業
費
と
し
て
６
６
０
０

万
円
を
計
上
。
有
識
者
で
つ
く
る
検

討
委
員
会
で
の
議
論
を
ふ
ま
え
↓
各

施
設
の
詳
細
を
詰
め
る
方
針
と
い

う
。
同
室
に
よ
る
と
、
現
時
点
で
は

国
内
外
か
ら
芸
術
家
が
一
定
期
間
滞

在
し
研
修
を
受
け
ら
れ
る
機
能
の
ほ

か
、
奈
良
う
ち
わ
や
宮
大
工
な
ど
、

伝
統
工
芸
に
か
か
わ
る
後
継
者
の
育

成
・
養
成
施
設
の
設
置
な
ど
を
想
定

し
て
い
る
「

ほ
か
に
も
文
化
財
修
復
施
設
▽
人

材
育
成
・
教
育
研
究
施
設
▽
展
示
即

売
所
▽
レ
ス
ト
ラ
ン
・
宿
泊
施
設
▽

農
作
物
直
売
所
―
な
ど
を
検
討
。
奈

良
の
歴
史
や
文
化
財
、
芸
術
な
ど
の

共
同
研
究
や
情
報
発
信
の
拠
点
と
な

る
よ
う
な
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
・

建
設
候
補
地
は
、
文
化

。
芸
術
振

興
の
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
に
加

え
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
観
光
、

産
業
、
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど

へ

波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
重

要
視
。
昨
年
１２
月
の
検
討
委
で
天
理

市
柚
之
内
地
区
が
選
出
さ
れ
た
「

同
地
区
は
日
本
最
古
の
道
と
さ
れ

る

「
山
の
辺
の
道
」
沿
い
で
豊
か
な

自
然
、
歴
史

・
文
化
遺
産
が
あ
り
、

県
と
ま
ち
づ
く
り
協
定
な
ど
を
結
ん

で
い
て

「
連
携
し
や
す
い
」
こ
と
な

ど
が
理
由
っ
委
員
か
ら
は

「
芸
術
家

村

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
利
便
性

の
確
保
が
重
要
」

「
文
化
分
野
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
た
ほ
う
が
よ

い
」
と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
た
と

い
一つ
。一方
、
県
の
芸
術
家
村
構
想
に
は

県
国
際
芸
術
家
村
の
イ

メ
ー
ジ
図

（県
提
供
）

懐
疑
的
な
見
方
も
あ
り
、
県
議
会
で

も
た
び
た
び
議
論
さ
れ
て
い
る
。
阪

口
保
県
議
は

「
廃
校
や
既
存
の
施
設

を
利
用
し
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な

っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
な
ら
ま
だ

し
も
、
大
型
の
ハ
コ
モ
ノ
を
新
設
す

る
の
は
疑
間
だ
」
と
批
判
。
事
業
費

は
国

の
交
付
金
次
第
な
面
も
あ
る

が
、

「
国
の
お
金
を
使

っ
て
も
、
後

の
維
持
管
理
費
は
県
側
の
負
担
と
な

る
。
交
通
の
利
便
性
も
よ
い
と
は
い

え
ず
、
多
く
の
人
が
来
る
と
は
思
え

な
い
」
と
話
し
て
い
る
。


